
開催方法 ①対面参加
聖徳大学7号館3階7301教室

     ②WEB参加(zoom)
※聖徳大学関係者はなるべく対面でお願いします。

申込方法

申込期限

令和６年６月12日（水）

お申込後、ご登録いただいたメールアドレス宛

に詳細のご案内メールを送らせていただきます。

ご案内メールが届かない場合は、下記のお問い

合わせ先までご連絡下さい。

「医療的ケア児」が子どもとして、
人として地域で暮らすこととは

令和６年６月１５日 15:00～16:15

聖徳大学児童学研究所主催講演会
後援： 松戸市 松戸市教育委員会

我孫子市教育委員会 流山市教育委員会

参加費

無料

講師
なかむら ともお

中村 知夫 先生

国立成育医療センター総合診療部 在宅診療科診療部長
／医療連携・患者支援センター 在宅医療支援室室長

【略歴】

1985年 私立兵庫医科大学医学部卒業兵庫医科大学
 医学部附属病院小児科研修医
1987年 大阪府立母子総合医療センターレジデント
 （新生児科、循環器科）
1989年 兵庫医科大学小児科医員
1992年 国立小児病院麻酔集中治療科レジデント/
 国立小児研究センター病態生理部門研究員
1994年 国立小児病院麻酔集中治療科医員
1998年 post-doctoral fellowとしてThe Lawson
 Research Institute(London, Canada)へ留学
2001年 国立小児病院新生児科医員
2002年 国立成育医療研究センター周産期診療部
 新生児科医長（病院統廃合）
2014年 総合診療部 在宅診療科部長、医療連携・
 患者支援センター在宅医療支援室室長

土
どなたでもご参加いただけます

急性期の治療後に、生命・健康・生活の維持のために、人工呼吸器などの

「医療的ケア」を必要としているこども（医療的ケア児）が、全国で2万人と

なっています。「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」（医

療的ケア児支援法案）や、インクルーシブ教育の中で、保育園や、学校に通園、

通学できる地域も増えてきていますが、これらの子どもたちに対する対応に関

して様々な混乱が起きています。本講演では、「医療的ケア児」の現状を皆さ

んと共有させていただき、子どもとして、人として地域で暮らしてゆくために

はどのような地域を作るべきかを皆さんと考えたいと思います。

お問い合わせ

聖徳大学児童学研究所（知財戦略課）

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬550

電話： 047-365-1111(大代表）

https://www.seitoku.ac.jp/chizai/event/

*開催中止・変更がある場合上記ホームページでお知らせします。

いずれも下記ＱＲコードまたは
下部記載の問い合わせ先への
お電話にてお申込ください。

（受付 14：30～）
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